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各齢食桑回数及織騰最ご就眠歩合

Sの關係

　　　　　　　　　　　　　　　　　蒲　崖　俊　興

　各齢醗兇が既に成畏0）極度に逮する時…は、所言胃「就眠．1σ）黙態εなつて次齢

に於ける新皮の形成ざ蕾皮の脱出を行ふのは澗タ日0）窺實である、此の如く就眠

並に脱皮0）現象は翻の成畏に伸ふ必然的の行動であるから・或聡度の成侵黙に

到難せし個器に於て初めて之が能力を附與せらる可きは誰しも想到しll｝親麹で

ある、余は鶴に就眠二現象に伴ふ生辿1！的攣化の研究を行ふに際して、之が副塵柳

εして獲た結果より、圓ら｝蚤罵食桑岡徴並に獄畳豊lllt　s就眠能ヵεの關係に就き

其の一斑を窺ふこ霊が出來たから・鉱に其の概要を龍して御蓼老レに供し度い電

思ふ。

　本實験に供旧せし醗児は大正十：：年度春獄期に於て、國鍼鰍七號及世界一・

岡年夏鑓期に於て國翻日一〇六號及全支’・一〇一號を用ひ爾本年夏獄期1こ於て正

白（信州飛白）を用ひてb先づ全般駒習性を研究する£三！i；’に晶種間の傾向なも

知らんsし允のであるD

　各期共第一齢より第四齢の各齢期に於で給桑剛数鯨に約百頒乃棄百jk十頭宛

の獄兄を絶食せしめ、其膿董を測り且つ就目民歩合を計へたσ）であゐ、爾各期及

各品種間の比較に便えくる爲餉食より継食迄の時聞を標準臓の食桑時間を以て除

し自11ち食桑時数歩合を鎧出せり、」鵯獄艦鍛に關しては蘭記國翻」－0ノ軸電及同

支一つ一號に就ては縄食後第一次魍蚕撰搬量を秤量1ハJIE白に就ては絶食當時、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ眠翻及次齢起獄艦景ざを承F量しb伺れも標準瞳の騰澱を】00Sしfeる指数を蝋

て表示したのである、但し紹食欝時のi癒膿：ll㌃に就ては其齢中成長極度の謄lll：を

100霊して才旨示」せりo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　（第in－一一“i）　食桑回数と就眠歩合

　先づ各品種間に於ける食桑回歎霊就眠歩合さを衷示すれば次σ｝通りであるQ
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　　以．上σ）結果を明瞭ならしむる爲に、共の大要を圖示すれば第一圖より第九翻

の如し、以．1：t！1＄表0）示す威を通魔するに食桑回敷電就眠歩合宅の關係は品種聞

　うくは各齢期間に於て、多少の相異を示し・從て其の閣に確然たる…定傾向を指

摘するこ霊は甚だ園難霊する塵であるが・介其0）大略を記せば次の通りである

　先づ各齢期に於ける各品種間傾両を槻るに、夏獄期飼育の各品種（國獄支一

〇一號、卜1－〇六號及正llユ）1よ扁般に春｛罐期飼育の國獄歓七號及世界一に比し

て殆さ各齢期ミにも比較的早く高牽なる就眠歩合を示し、殊に國鷲支一〇一號

の第：二、三、四眠の如きは堺しく速かなるを親る父瀞翻期に於けゐ歓七號ε世

鼻一→ミを比較するに、第一眠1こ至りては爾品種闇に大差を1認むるこ霊が出i來な

いが、第二二、及第三眠に在りて1よ歌七號の方が早く就眠し、第四眠に於ては却

　て億界一の方著しく早く就眠する傾向があり、夏ma；竪」飼育の各品種を凌駕する

欺態が窺れる。（第一、二・三、四圏）

　次に谷種何1に各齢期間の抵態を上ヒ較するに、歌七號に在りては、第一、及第

三眠0）間には著しい差別を見出し難いか・第二眠は著しく早く就眠する傾向を

・示し第四眠0）如きは之に反し最もi雄く就眠する傾がある・叉世界一に総りては

同じく第一及第三眠は略ほ類似の｝伏態を示しτ居るが、第四眠は特に速く就眠

　し第二眠は其の中間に位す、≡次に國獄［』－〇六號S正白霊は其の煩向相類似し

第二眠幾分早く就眠し、第一一・眠之に距ぎ第三眠は就眠を始むる時期梢逓るれさ

　も急に雌み（こ0）關係殊にjEnに見ゆ）、第四眠は比較的早く就眠能力を附與・せ

　らるる個俄呈も見えるが其0）i准み方が割含に遅々ナこる感があるo　（第ヨ孟、六、七

九、圖）
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≡ﾛ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　み126　　　　　　　　　　　　　一ヒ旺1櫨縣専t「『J學校1祠窓曾報AnS酔卜三三貌

　　　　　　　　（第二）　獄騰鐙と就眠歩含

　　　　　　　　ユ次に1霞錦豊：lll：E就眠歩｛セε0）關係を親んか旙め大正十四年度夏獄期正i；：iに就て

各絶食當時に於ける懸艦重量を秤量し置き其の齢に於ける成長極度の獄髄，il：を

川1ごして換算1し其の撒値電食桑時敷歩舎及就眠歩合ざの關係を観るに、訳表の

通りで『あるo

第　　　一　　　齢

給回
桑数
食徽
桑歩
時合

絶1聯髄
食懲
常体
就歩
眠合

i　第　　二　　齢

22

23．

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34’

62、7

64．5

67．3

70。0

76．4

79．1

80。9

83，6

86。4

89、1

9L8

97。3

100．O”

52．1

61．4

66．4

71．4

t　75．0

　78、6

　80．7

　80．7

　82．9

　90．7

　90。7

　100．0

　92。9

墾鍛i麟灘量
0．7

0、0

4．7

560

72．0

82．7

83．3

92。7

78．0

94．7

95β

97．3

99．3

li　，，

I

lI3
　14
　15
116
　17

　18
　19
；　20

　21

　22
1　23

52．2

56，5

59。4

62，3

65．2

69．6

739

84．玉

88，4

91．3

95．7

！00，0

5α5

56．7

6L1

65．5

70．8

74．4

78．8

87．7

96，5

98、3

99．6

100、0

就歩
1眠合

　　0．0

　　0．7‘

　　L3

　11。3

　22，7

　4931

　78。0

　95．3

　91．3

　95，3

　980
　98．0

第　　三　　齢　　｝1　第　　四　　齢
給囮
薬数

12

13

14

15

食敬
桑’歩

暗合
5L2

549

59．8

67．1

饗懸量1就業i綱集整
當体　ド眠［Ii桑数　暗合、

50．3

56，0

626

67．9

1：：IF’：zl　ll：1

2・O　114　54・6
9，0　　ヨ　　　　15　　　　　　　58．8

絶時塗
食獄
當体

56．6

58．4

61．6

64，6

就歩
眠合

O、O

o。0

1．0

5．O
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16

17

18

19

20

21

22

23

172，。1，。、
　　，，．9i　76．3

　　，9，、183．、

　　　　i
81．7

85．4

89．0

96，3

100’0

：　　86．3

　　94．2

　　94．7

　　100。0

　　97．3

　　l　　　　　i
20．0　，　　16

25．O　　　　I7

64° 奄撃W

89・ol　19

97．O　’　　20

　　il
97．O　 i！　　21

1。。。i｝22

96・。l

　　d

　　l

23

24

25

、4，，　，。、1、6，。

68，0　　1　　　　78．6

72．2　　：　　　79．8

77，3　　1　　　80，5

804　　1　　　832

83．5　　・　　　85，7

89．7　　　　　　88．5

9Z3　　1　　　　95．7

969　　　　　 100、0

100・O　I　100・O

　　　I

40，0

52．0

57．0

69，0

74．0

90．0

81，0

87．0

95．0

　ヒ表に於て就眠歩含塀維食齢寺醗艦量の關係を明瞭ならしむる爲に1曲線を

以’亡圖示すれば第十闇の如くである、即ち之に慷て槻るに大腸の欺勢は食桑時

敷劃就眠歩合（第プL圖）の關係に類似し、各齢期闇に著しい茄別を見出し得ない

が、就中第一齢羅兜は比1鮫的樵くして就眠する傾向が見え・第二齢は之1こ盤ぎ

第三、第四齢間には顯薪なる差異を見幽し得ないか、爾齢共最も電くして就眠

する傾両あり。

　改に眠獄艘景に就て同時に正白にょり秤：｝ll：したる成績を見るに次表の如し、

但し穗準隈の眠獄騰量をコ00言して各澗のものを指示せり。（愈桑時数歩合桝1㌃

略す）

畿1羅熱蝕熱li蕪蕪i盛
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畿1糠戴1｛：il｛謙　i憾

　N

　爾」：表の關係を明瞭ならしむる爲に曲線を以て圖示せ1ま第十一臨の如し、脚

ち上表によりて眠獄膿量さ就眠歩合Sの關係を親るに、先に紹食當時の翻罷i昂：’

Sの關係に就て認載せし關係は夏に顯著に認むるこ霊が出來る、帥ち第一一waは

標準國に凱寺る眠翻膿量の比較的輕くして可也筒寧なる就眠渉合を示し、第二

齢は之に亜ぎ、第三及第四齢の間には大差なきも前齢に比し割合に眠獄髄量璽

き場合に於て高傘の就眠歩合を呈せり。（第十一圖）

　訳に絶愈後第一≡欠起獄腿燈に就て上認の關係78指摘せんに大正十二年夏獄期

（國鷲日一〇六號）及大正十四年翼獄期（正白）の二回に實験を行ひたる結果を表

示すれば次の如くである、此の揚合に於ける起難膿量も亦標準腿を100Sした

る指数な以て示せるものである。

1　（第一）　國欝i日一〇六號

紛桑
岡数

23

24

25

26

27　‘

28

一　　　　齢 第　　　二　　　齢

過時撒
@　合
第二齢
N灘体量

蹴眠歩合

一肝｝マ▼7F

@給桑
@剛敗

　　　凸
o過時緻
焉@　合

　　　　↑
ﾕ劉就眠歩合

72，82

78，26

81．52

83，59

86．96

53，3

53．3

60．0

66，7

80，0

26、OO

82．◎0

94．00

100、00

98、00

141，60，31

　15　　　69．84

　16　　　73，01

　17　　　77．78

　18　　　82．54

　　　　19　　1　　　85，71
・　1

65．6

67、2

76。6

75。0

78．1

84．4

27．OO

4LOO

74．00

90．00

95，00

100，00．

9　　　、
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29

30

31

32

9σ22

95．65

98．91

100．00

86．7

93．3

93．3

100．O

100、00

100．00

100．00

100．OO

第　　　三　　　齢

綴馨鋤馨齪襟就眠歩合

15

16

17

18

19

20

21

22

　」

70。42・

74．65

77．46

8L69

85．92

91．55

95．77

10000

一　、．。。

　　　1
　＿111．oo

76．8　　　　　41．00

78．9　　　　　80．OO

、。．。191．。。

89．7　　　　　94，00

93，0　　　　　96，00

100．O　i　100，00

　　20

」21
　　22

90，48　　　　　84．4　　　　gg、00

95．24　　　　　　87．5　　　　100，00

100．OO　　　10C　O　　；OO．OO

　　　l

第　　　PLI　　　齢

翻騨懇轟劉就㈱

A

　　　l
l　lli：；：1；

　　18　　　72，86
　　　ぴ　　1gl・7．1・

、2・
P　・4・29

121 奄№k43
’　　　22　　　　　95．71

i2311°α゜°

79．9

82．5

87．6

88．7

9L6

9L5

96．4

100．0

　6．00

！2．00

2200

56．00

77．00

73、00

85．OO

lOO。00

L　（第二）正　　　自

1麟1憩i熱1：lllli熱舗
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　上二表の關係を明瞭ならしむ爲に、曲線を以て圏示せば第十二及第十三圖の
野

如し、即ち之によれば紹食當時疹乏眠鷲に就て調査せし結果を更に顯著に示せる

もの懸あつて・換君すれば齢の若きに從て標準随に比し増陵的軽き起獄艘景の

下に相當高寧なる就眠歩合を示して暦るのである。

　此の如く慧腸量S就眠歩合Sの間には絶食當時に於て僅少ながら認め繕られ

kる上認の傾向が漸訳眠獄ミなり、叉起鷲εなるに及びて愈明瞭に指摘せらる

るに至つナこのは、獄齢0）若き揚合殊に第・一齢に於ては紹食申鷲膿量を減耗せし

むる量多きに因るのは明かである、爾絶食中畔間及其のり或耗量等に就ては後日

説報すゐ積りである。

総　　　　　括

　以上の結果によれば食桑回敷に封ずる就眠歩合はM各個髄間に於て著しい差

異を示し、共の鍵異度の多少ば各品種間又は各齢期間に梢其の趣を異にするも

のである、而して概括的に串さば、最も遽く就眠せる揚合は標準腿に比し約60

％に相等する臼歎にて絶食せしめたる揚合に約27％の眠羅を出せる蜴合あり、

（國獄日一〇六號第二二眠）、又通例90％以上の就眠歩合を示すは概して二化性晶

種に於τ75％以上・一化性品種に於て95％以上の食桑隠…撒をi脛過するを要する

は明かである。

　今更に繭罷の事實を総括すれば、

　（1）食桑時撒拶合に鋤する就眠歩命の多少に就で各品種間傾向を葛蜆にる、一

般に製獄期飼育にかかる二化性品種は春慧期飼育の一化性晶種に比して殆さ盗

齢期共食桑時歎歩合少くも比較的高牽なる就眠歩合を呈してゐる。

1（2）叉世界一電國獄駄七劾隠電に就て比較するに、初齢に於ては著しい差別も

ないが、第二及第三齢に在りては厭七號が割合に早く就眠し、第四齢にあのτ
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は却て世界一の方極めて早く高寧なる就眠歩合を示してゐる、1次に國獄支一〇

一號・同日一〇六號及正臼の三品種中國鷲支一・0一號は最もII只就眠する傾向

を示し國獄臼一〇六號及正白の聞には大差を認めす。

　（3）爾各品種侮に各眠期の厭態を比較するに、一一1雛li晶種に在りては“般に

第・…一及第三眠の開には顯著なる蕪別を見出し難いが、第二二眠は通例最も早く就

眠する傾向を呈し、第四眠は品種にょりで其フ）關係一蹴しない、歌に二化性品

種に就て親るに第：二眠及eg－一眠最も早く就眠し、第U．P．III民は最切比較的早く就眠

する能力te有するも、末期梢々澁濃の黙を呈し、第三三眠は之に反して其の中間

に位してゐる。

　（・』）就眠歩合ご紹食當時獄艦量ε0）嗣係を観るに’概して共σ）傾向は食桑隠

歎ミの關係に類似すれさも、齢の若き者程比1咬的｝｝1璽くして就眠し得る傾向を窺

ふ；鷺が出來る。

　（の眠獄艦最ε麟眠歩合ごの鯛係を親るに・第三及第四眠闇には大茄なきも

一般に齢の若きもの程比較的輕き眠獄1こして高牽なる就眠歩合を某してゐるG

　（6）起羅騰量霊就眠歩合言0）關係を親るに、其の傾向眠蛋量1髄量よりも一1爵顯

著である、蓋iし、紹食より起獄ミなる迄の間に滑耗せらる』獄膿量は稚獄殊に

第一齢に於て顯著なる爲である。（大正十四年八月十五日）

　（附書）、本實験は大正十二年春獄及憂獄期本校に於て奥野憲三氏、稻生得藏

民が主霊して櫓當調査せられたるものさ、本年度夏識期に於て金子幸一氏、永

井蝿氏及荒弗．貞雄民が調査せられたるもののPt部であつてb砺實鹸に際しては

大石卓諄民及申鵬茂氏の懇篤なる助言を仰ぎたり・）伽て鉱に、前記諾氏に錨至し

ては深厚なる謝意を表する次第である。
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